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Abstract : The purpose of this paper is the examination of a competency model (developed
by Kansai University of Welfare Sciences) that connects training subjects with practice sub­
jects in order for students to become certified social workers.
To achieve this, we designed a competency model composed of six classifications : “Ba­
sic learning ability,” “Social competence,” “Value,” “Knowledge,” “Skills,” and “Practical
ability. ”In addition, we set “Self improvement” as a promoting factor for five of the classi­































































The features of this model are : 1) the importance of threshold competency, 2) the setting
of competency evaluation items that are common to the training subject and the practice
subject, 3) the creation of a chart that affords the convenient performance of multilateral
evaluations in which the point of view of a tripartite cooperation, consisting of the appren­
tices, trainers, and school teachers, is introduced.
A future task is to verify the usefulness of the evaluation items and the relevance of the
classifications in this model.
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表 1 コンピテンシーについての定義（武村 2014）
研究者 発表年 定義（またはそれに準ずる記述） 含まれる要素
マクレランド
























































































































































































































































































































































































































































































に代えて」LYLE M. SPENCER and SIGNE M.
SPENCER『COMPETENCE AT WORK』 Jhon







１０）LYLE M. SPENCER and SIGNE M. SPENCER
『COMPETENCE AT WORK』Jhon Wiley & Sons.
Inc, 1993（＝梅津祐良，成田攻，横山哲夫訳
『コンピテンシー・マネジメントの展開』生産性
出版、2001年），Anntoinette D. Lucia and Richard
Lepsinger『The Art and Science of Competency
Models』Jossey-Bass, 1999（＝遠藤仁訳『実戦コ
ンピテンシーモデル』日経 BP 社、2002年）
１１）LYLE M. SPENCER and SIGNE M. SPENCER







１３）Anntoinette D. Lucia and Richard Lepsinger












































































































1 指導を受ける際に、情報収集や基礎知識の確認などの準備を身につけるための努力ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 学習や自主活動の進め方を自分自身の判断で決定できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 講義や会話等のポイントを記録できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 事実と自分の意見を区別して記録できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 自分の意見を整理し、言葉で表現できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 社会の問題に関心をもつことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 現状から問題を発見できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 問題意識をもって学習にのぞむことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 文献や資料を収集するために図書館等を活用できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 社会福祉問題に関する文献・資料等を集めることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 自分の関心や学習課題を深め、より高い研究課題に結びつけることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 自分の関心領域を明らかにするために行動できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○






14 プレゼンテーションを的確にすることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 時間厳守で行動できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 自分の性格を理解できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 自分の行動傾向を理解できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 自分のストレスを解消できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 心身ともに適切な状態を維持できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 困難な状況に耐えることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 自分を変革していくために努力できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 自分の行動に責任をもつことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 同じ失敗を繰り返さず行動できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 自分が他者に与える影響を理解できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 相手の状況を汲んで行動できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 誰とでも協調性をもって接することができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 周囲の人と円滑な人間関係を築くことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 適切な（相手・場面・時に応じた）身なりができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 適切な（相手・場面・時に応じた）あいさつができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 適切な（相手・場面・時に応じた）自己紹介ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 適切な（相手・場面・時に応じた）文章のやりとりができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
32 適切な（相手・場面・時に応じた）話し方ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
33 様々な体験を自分なりに受け止めることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○





35 利用者の人権尊重の具体的方法（権利擁護、苦情解決）を説明できる ○ ○ ○ ○
36 ソーシャルワーカーとしての価値観や行動の基準を身につけるための努力ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 支援やサービスの意義は個々の利用者によって異なることを説明できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38 受けとめにくい利用者の言動・話題・行動・状況・場面などに、自分なりに向き合うことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 利用者の人間性や尊厳を重視した関わりを追求することができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
40 利用者が追求している生き方や自己実現の方向性について考えることができる ○ ○ ○ ○
41 その人らしい生活に必要な支援の意義について考えることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 支援が利用者の人間形成や成長、自己実現にもたらす意味を考えることができる ○ ○ ○ ○
知
識
43 社会全体のニーズと社会問題を説明できる ○ ○ ○ ○ ○
44 ソーシャルワークの専門性を説明できる ○ ○ ○ ○ ○ ○
45 ソーシャルワーク実践とケアワーク実践、保育実践等との違いを説明できる ○ ○ ○ ○
46 他職種とその役割・業務を説明できる ○ ○ ○ ○
47 チームアプローチの方法を説明できる ○ ○ ○ ○
48 社会福祉施設・機関の制度的成り立ちを説明できる ○ ○ ○ ○ ○
49 社会福祉施設・機関に関する統計的情報を説明できる ○ ○
50 社会福祉施設・機関における社会福祉専門職の担う職務を説明できる ○ ○ ○ ○ ○
51 社会福祉施設・機関での援助に必要な知識を説明できる ○ ○ ○ ○ ○
52 社会福祉施設・機関での実践方法（相談援助・ケアマネジメント・介護・保育・ネットワーキングなど）を説明できる ○ ○ ○ ○
53 実習でかかわる施設・機関・地域・団体等の課題を説明できる ○ ○ ○ ○ ○
54 実習でかかわる制度上の課題や問題点を説明できる ○ ○ ○ ○
55 支援の根拠となる法律について説明できる ○ ○ ○ ○ ○
56 実習でかかわる地域の特性（歴史、文化、人口動態、社会資源、住民福祉活動など）を説明できる ○ ○ ○ ○ ○ ○
57 実習でかかわる社会資源の状況（インフォーマルなものを含む）について説明できる ○ ○ ○ ○ ○
58 ニーズとは何かを説明できる ○ ○ ○ ○ ○ ○
技
能
59 面接において人の話を傾聴することができる ○ ○
60 面接において感情を的確に返すことができる ○ ○
61 面接において要約の技法を使うことができる ○ ○
62 面接において質問を的確にすることができる ○ ○
63 利用者のニーズをアセスメントできる ○ ○
64 利用者の家族のニーズをアセスメントできる ○ ○
65 ケースに関する事実を客観的・主観的の両側面からとらえることができる ○ ○ ○ ○






67 守秘義務を守ることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
68 倫理的な行動をとることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
69 自己覚知に向けて努力できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
70 利用者を的確に観察できる ○ ○
71 個々の利用者に応じた援助を実践できる ○ ○
72 専門的な立場から自分の援助（支援）を振り返ることができる ○ ○
73 自分の実践結果を適切に評価できる ○ ○
74 ソーシャルワークに関する理論を用いて実践できる ○
75 グループ理論に基づいた専門職としての役割を果たすことができる ○ ○
76 援助計画に基づいて実践できる ○
77 地域の福祉課題に応じて企画・立案できる ○
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